
【細施策シート】

5

年

度

要因分析

【必須】

近年、不登校生徒は増加しており、その理由が複雑化、多様化していることから、各校において、教育相談体制の

充実に努めているところである。

改善の方向性

【必須】

スクールライフアドバイザー及びスクールソーシャルワーカーを中心に、各校における教育相談体制の充実を図

り、生徒が抱えている悩みを解消し、家庭への働きかけを行い、KPIの達成を目指す。
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細 施 策 13-3 県立高等学校・中等教育学校における不登校対策 施策KGI ②
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県立高等学校及び中等教育学校の不登校生徒において、登校できるようになった生徒の割合

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 13  全ての子どもたちの学びの保障
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①1,000人当たりの不登校児童生徒数　小・中学校

　【基準値】22.0人（令和３年）【目標値】20人

②1,000人当たりの不登校児童生徒数　高校

　【基準値】16.5人（令和３年）【目標値】13人
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